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大正４(1915)年､ 越原和･越原春子に
より設立された名古屋女学校を創始とす
る｡ 昭和25(1950)年に名古屋女学院短期
大学を､ 同39(1964)年には名古屋女子大
学を開学｡ その後､ 学部･学科の増設･改
組を経て､ 現在大学院･大学(家政学部･
文学部)･短期大学部を設置｡平成27(2015)
年､ 学園創立100年を迎え､ 汐路町にあ
るキャンパスに全学部を統合した｡

学園の建学の精神は､ 創立以来の 『学
園の信条である ｢親切｣ を根幹として､
個々の人格を陶冶し､ かつ高い教養を身
に纏った､ よき家庭人であり力強き職能
人としての女性を育成する』 ことにあり
ます｡ 創立者の越原春子は､ ｢親切｣ は､
｢人間愛､ 友愛､ 学問の研鑽である｣ と
し､ また ｢人類文化の発展向上に役立つ
有為な女性の育成｣ を目指す必要を述べ
ています｡ 今日､ その実現の為に教育の
目標として掲げるべきは､ 伝統文化の継
承の上に立って､ 新しい文化を創造して
いくことであり､ この温故知新の精神こ
そ学園における教育・研究活動の要諦で
あります｡

家政学部
■食物栄養学科
食と健康のエキスパートを育成します｡
管理栄養士養成校として約50年の伝統を
生かし､ 現場で必要な知識や技術を磨き､
豊かな人間性を育む独自の教育を実施｡
さらに､ 管理栄養士国家試験に向けてき
め細かな指導を行います｡ 平成29年(第
31回)管理栄養士国家試験合率97.2％(合
格者実数138名／受験者実数142名)と全
国トップレベルの高い合格率を保ち続け
ています｡
■生活環境学科
住生活・衣生活・食生活等に関連した
幅広い履修モデルを用意しています｡ 私
たちをとりまく身近な環境と衣・食・住
との関係を総合的に捉えて考察すると同
時に､ その中から生活に関わる様々な専
門的能力を身につけ､ 豊かな生活環境を
創造する能力を磨き､ 希望する専門職で
活躍できる人材を育成します｡
■家政経済学科
伝統ある本学の家政学を礎に､ ｢家政

全般・心理福祉・情報・教育・経済経営｣
などの専門分野を究め､ 仕事に生かすこ
とのできる免許や資格の取得をサポート｡
さらに経済活動のための知識を深めなが
ら､ 社会貢献できる職能人を育成します｡

文学部
■児童教育学科 ― 児童教育学専攻
子どもを取り巻く社会的背景を広く学
び､ 時代に対応できる教養を備えた教育
者・保育者の育成を目指しています｡
｢小中教育コース｣ では中学校教諭一種
免許状(国語)と小学校教諭一種免許状､
｢初等教育コース｣ では小学校教諭一種
免許状と幼稚園教諭一種免許状､ ｢幼児
教育コース｣ では幼稚園教諭一種免許状
と保育士資格の取得が可能です｡
2017年度小学校教員採用試験合格率

57.5％(合格者実数46名／受験者実数80
名)と全国トップレベルの実績を誇ります｡
■児童教育学科 ― 幼児保育学専攻
子どもの成長を支え､ 家族の支援や地
域の子育て環境づくりまでを考慮しなが
ら､ 現代の多角的な保育ニーズに応えら
れる保育士や幼稚園教諭を育成します｡
2017年度公務員保育職(保育士・幼稚

園教諭)採用試験合格率76.8％(合格者実
数76名／受験者実数99名)と全国トップ
レベルの成績を誇ります｡

短期大学部
■生活学科 ― 情報ビジネスコース
ビジネスの世界で即戦力として活躍で
きる高度な IT 活用能力とコミュニケー
ション能力の習得を目標としています｡

■生活学科―ファッションデザインコース
生活に密着した ｢デザイン理論・演習・
実習｣ を総合的に学んだ上で､ アパレル
デザインを中心に生活に生かせる幅広い
デザインを学びます｡
■生活学科 ― フードマネジメントコース
多様化する現代生活に最適な ｢食｣ を

科学と文化から追求し､ 世界の食文化を
はじめ､ 食品の生産から調理までの過程
を学びます｡ さらに人の健康と関わりを
持つ ｢食｣ について深く学び､ 消費者に
アドバイスできる専門能力を身につけます｡
■保育学科
2018年４月に ｢第三部｣※ を新設し､

定員を160名から200名に増員します｡ 保
育・教育・福祉の分野を学び､ ｢命の大
切さ､ それを守るための優しさ｣ を体得｡
｢福祉マインド｣ を持った保育士や幼稚
園教諭を育成します｡
※ 2018年４月､ 改組予定(認可申請中)

本学では､ 各学科・専攻の特色に合わ
せた海外研修・演習プログラムを用意し
ています｡ たとえば食物栄養学科では､
栄養士の先進国・アメリカのカリフォル
ニア大学デービス校で､ ２週間にわたる
栄養学の講義に加え､ 米国登録栄養士
(RD)の職場も見学します｡ 生活学科で
は､ ヨーロッパの美術館や工房などを巡
ります｡ 各学科で学んでいる内容の理解
をより深めることができるような研修・
演習の内容になっています｡

２つの留学制度を設けています｡ まず
一つは協定留学｡ 本学が協定を結んでい
るイギリス２大学､ アメリカ２大学､ オー
ストラリア１大学､ ニュージーランド１
大学､ カナダ１大学､ フランス１大学で､
半年もしくは１年間､ 外国語の基本技能
と専門の授業を受けます｡ そして､ もう
一つが認定留学です｡ 学生自身が留学先
機関から希望する大学の入学許可を得て､
本学学長認定のもと留学することができ
ます｡

2017年度､ 新たに合計最大100名採用
の学長特別奨学生制度(給付)を導入しま
した｡ 他にも名古屋女子大学小川奨学金
(給付)､ 春光会(同窓会)奨学金(給付)､
名古屋女子大学家政学部食物栄養学科
MA奨学金(給付)があります｡

学園訓 ｢親切｣ の実践の第一歩は､ 周
りの人を思いやり､ 迷惑をかけないこと
です｡ そのひとつとして本学は ｢禁煙・
無煙宣言｣ をし､ 校地内を全面禁煙とし
ています｡
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各学部にて取得できる資格／免許のほか､ 学生の資格取得､
スキルアップを支援するオープンカレッジも開講しています｡
＜各学部にて取得できる資格／免許＞
●管理栄養士国家試験受験資格 ●栄養士免許
●食品衛生管理者及び食品衛生監視員任用資格
●フードスペシャリスト(認定試験有)
●フードコーディネーター３級
●栄養教諭一種免許
●中学校･高等学校教諭一種免許(家庭)
●小学校教諭一種免許
●幼稚園教諭一種･二種免許 ●保育士資格
●社会福祉主事任用資格
●一級建築士受験資格(実務経験要２年)
●二級建築士・木造建築士受験資格(実務経験不要)
●インテリアプランナー登録資格
●２級テキスタイルアドバイザー
●フォーマルスペシャリスト検定準２級(ブロンズライセンス)(認定試験)
●ドレメ式洋裁学校教員認定
●医療秘書実務士 ●秘書士
●上級情報処理士
●レストランサービス技能士国家試験受験資格 など

＜オープンカレッジの資格・検定試験対策講座＞
●マイクロソフトオフィススペシャリストWord・Excel
●宅地建物取引士
●日商簿記３級
●秘書検定２級
●公務員一般教養
●ＴＯＥＩＣ
●色彩検定２級
●ＣＡＤ利用技術者２級
●インテリアコーディネーター
●ブライダルプランナー検定２級
●医療事務・調剤薬局事務
●食生活アドバイザー２級
●国内旅行業務取扱管理者
●販売士(リテールマーケティング)３級 など

本学では１年次からスタートする ｢キャリアデザイン
プログラム｣ を独自に導入｡ 従来のような就職活動の支
援のみならず､ より広いビジョンで学生一人ひとりの人
生設計を支援していきます｡
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〈開催時間〉10:00～15:00(予約不要･入退場自由)

※予約制のセミナーや講座・イベントへの参加にはHPからの予約が必要です｡

名古屋女子大学・名古屋女子大学短期大学部
ホームページ：http://www.nyusi.nagoya-wu.ac.jp/ E-mail：nyusi@nagoya-wu.ac.jp 0120-758-206 (平日9:00～17:00)

内容 学科説明会､ 学科講座､ 学生イベント､ 入試対策セミナー､
個別相談､ 学食体験(ランチ無料)､ 学生寮･学生マンション紹介など
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まずは自分のやりたいことや適性を発見！

自己理解を深めるために｡

自分の適性､ 能力を把握｡

在学中に社会人体験｡
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就職活動に役立つ実践的な指導を実施！

就職活動の有効な情報を入手｡

将来をいっしょにサポート｡

人事担当者によるアドバイス｡

身だしなみ､メイクをマスター｡

入社直前までフォロー｡

������
卒業後の学びやステップアップもバックアップ！

就職先の情報を随時提供｡

さらなるスキルアップを支援｡
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オリエンテーション

大学生基礎力レポート

イ ン タ ー ン シ ッ プ

キャリアガイダンス

個人面談・グループ面談

面 接 対 策 講 座

就職活動マナー講座

内定者フォロープログラム

卒業生への就職相談

オ ー プ ン カ レ ッ ジ

[進学相談会] ＊大学祭同時開催�������10:00～15:00
詳細は本学ホームページでご確認ください｡

http://www.nyusi.nagoya-wu.ac.jp/
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